
 

 

 

 
                         

 
 
 

２月２２日（木）の朝は、前日から降った雪が

１５センチ程度積もりました。給食車が入れるよ

うに除雪をしていると、登校してきた多数の子供た

ちが「手伝います」「何かやれることはあります

か」と言ってくれました。除雪用具のスコップ等が

１０名分ぐらいしかないので、子供たちの様子をみ

ていると、用具のない人は用具のある人に傘をさし

てあげています。何か少しでも協力したいという

表れなのでしょう。 

「今だけ、金だけ、自分だけ」の人が多くなったと言われる世の中

にあって、損得抜きで人のために行動できる子供たちが本校にいるこ

とを誇りに思い、温かい気持ちになりました。 

長岡小は来年度、創立４０周年を迎えます。これからも、小さなこ

とでも人の役に立ったり、周りが喜んでくれたりすることを当たり前

にできる子供たちを増やしていきたいと思います。引き続きご支援・

ご協力をよろしくお願いします。 
 

 

 

 

 

２月１６日（金）に今年度２回目の学校評議委員会・

いじめ防止対策委員会を開催しました。初めに授業参

観で全クラスの子供たちの様子を見ていただきました。

その後、学校側から、学校評価やいじめ調査の結果を

報告させていただきました。評議員の方々からは、経

営やいじめ対応について、多方面からの適切なご意見

をいただきました。更に良い学校になるよう尽力して

いきたいと思います。ありがとうございました。 

懇談の中でいただいた意見を一部紹介します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

天童市立長岡小学校 

学校だより №１３ 

令和６年２月２７日 

校 長  多 田 和 幸 

  

・あいさつが良くなってきている。 
・高学年でも、男女仲良く楽しそうな雰囲気で良い。 
・他との関わりを大切にした授業があり推進していってほしい 
・「自分がやられていやなことはやらない」を徹底し、何が悪い
が、どこが悪いかを子供たちに教えてほしい。 

・地域づくり委員会でも「子供カフェ」等の新しい企画を考えて
いる。地域としても子供たちの成長を支えていきたい。 



 

２月９日（金）の授業参観には、たくさんの保護者の方
にご参加いただきました。いかがだったでしょうか。 

教育講演会はＰＴＡ事業部の企画で、本年度は親子で
参加できる内容にしていただきました。講師に小林美保先
生をお迎えし「ラフターヨガ」を教えていただきました。
笑うことは免疫力をあげるのに有効だそうです。笑い声の
絶えない「みんなが力のつく楽しい学校」にしていきたい
です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の主な予定  （２月２７日現在） 

○３／ １（金）講話朝会 

○３／ ４（月）代表委員会 

○３／ ８（金）音楽朝会 

○３／１１（月）おかず弁当 ～１８日 

○３／１３（水）卒業式練習①、まいづる号来校日 

○３／１４（木）卒業式練習② 

○３／１５（金）卒業式練習③ 

○３／１８（月）修了式 

○３／１９（火）卒業式 

○３／２０（水）春分の日（祝日） 

年度末休業～4/4 

○３／２１（木）新年度準備委員会 

○３／２５（月）お別れの会 

【その他】子供たちにＩＣＴ機器の正しい使い方について指導しています。私たち職員
も、研修しています。ぜひご家庭でも使い方についてお子さんと一緒に振り
返る機会を設け、ルールの再確認をお願いいたします。 

１・２月の様子から・・   みんなが力のつく 楽しい学校 

２年校外学習(１/３１)    
 
予定では「チューブ滑り」

でしたが、自然の家でも雪

不足のために「プラネタリ

ウム鑑賞」と「スノートレッ

キング」になりました。 

ドッジボール大会(２/１・２・６)    
 
健康第一委員会が企画

したドッジボール大会で

す。冬季間のストレス解消

に考えてくれました。後日

表彰します。 

新入生保護者説明会(２/５)    
 
新入学児童による体験入

学と保護者会を開催しまし

た。子供たちには、お絵かき

などをして、教室やクラスメ

イトに慣れてもらいました。 

４年校外学習(２/８)    
 
行先は「織田の里歴史

館」「三宝寺」「将棋資料館」

です。地域の歴史的建造物

を見学し、伝統工芸等につ

いて学んできました。 

三中学区英語出前授業(２/１６)    
 
天童三中から教頭先生、英

語科の先生２名、ALT のダ

コタ先生に参加いただき、６

年生に英語の授業をしてい

ただきました。 

タブレット朝会(２/２０)    
 
チェックリストを用い

て、タブレット使用の約束

を確認しながら、自分で自

分のタブレットの使い方

について振り返りました。

安全安心にＩＣＴ機器を

使えるよう情報活用能力

を高めていきたいと思い

ます。 


